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建
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会

　

６
月
14
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
旧
東
海

居
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
３
件
の
議
案
を
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
３
件
の
陳
情
は

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

◇
福
生
市
地
区
計
画
の
区
域

内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

◇
福
生
市
特
別
工
業
地
区
建

築
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

本
２
案
に
つ
い
て
は
、
同

じ
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び

業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
改
正
に
伴
う
も
の
で
あ

り
一
括
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

問　

風
営
法
第
２
条
第
１
項

第
５
号
及
び
６
号
に
該
当
す

る
喫
茶
店
、
バ
ー
及
び
そ
の

他
設
備
を
設
け
て
客
に
飲
食

さ
せ
る
営
業
で
、
照
明
や
広

さ
な
ど
の
制
限
の
規
制
を
外

す
こ
と
と
な
る
の
か
。

答　

改
正
前
の
第
５
号
「
低

照
度
飲
食
店
」
及
び
第
６
号

「
区
画
飲
食
店
」
は
、
改
正

後
で
も
第
２
号
及
び
第
３
号

と
し
て
、
引
き
続
き
規
制
の

対
象
と
な
る
。

問　

市
内
に
影
響
す
る
店
舗

は
あ
る
か
。

答　

今
回
の
改
正
で
影
響
を

受
け
る
店
舗
は
な
い
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　

観
光
対
策
事
業
の
多
摩

地
域
観
光
資
源
広
域
活
用
協

議
会
負
担
金
で
、
西
多
摩
の

酒
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
が
、
地

元
の
蔵
元
で
ビ
ー
ル
を
製
造

し
て
い
る
の
で
こ
れ
を
含
め

て
の
Ｐ
Ｒ
と
、
地
元
に
賞
を

取
る
よ
う
な
有
名
な
飲
食
店

が
あ
る
の
で
そ
れ
を
含
め
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

本
事
業
は
日
本
酒
で
行

い
、
グ
ル
メ
は
日
本
酒
と
合

う
も
の
を
こ
れ
か
ら
探
し
て

い
く
が
、
引
き
続
き
情
報
収

集
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

外
国
人
観
光
客
に
酒
を

飲
ん
で
も
ら
う
の
か
、
ま
た

は
輸
出
の
た
め
の
事
業
か
。

答　

本
事
業
は
酒
を
通
じ
て

多
摩
地
域
の
宣
伝
を
す
る
こ

と
で
あ
り
、
外
国
人
を
含
め

た
観
光
振
興
を
す
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。

問　

旧
東
海
居
の
無
償
借
り

上
げ
に
伴
う
公
園
管
理
事
務

費
の
う
ち
、
防
犯
カ
メ
ラ
借

上
料
17
万
円
は
何
台
分
か
。

ま
た
、
保
険
料
５
千
円
は
何

の
保
険
か
。

答　

防
犯
カ
メ
ラ
は
４
台
分
、

保
険
料
は
市
有
物
件
建
物
総

合
共
済
保
険
料
で
あ
る
。

　

６
月
15
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
２
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
ま
た
、
２
件
の

陳
情
は
継
続
審
査
と
な
り
ま

し
た
。

◇
福
生
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

今
回
の
改
正
の
目
的
及

び
、
当
市
に
お
け
る
保
育
士

の
現
状
は
。 

答　

待
機
児
解
消
の
た
め
の

保
育
の
受
け
皿
拡
大
に
伴
う

保
育
人
材
確
保
の
た
め
、
弾

力
的
な
運
用
を
図
る
こ
と
や
、

朝
夕
の
早
い
時
間
や
遅
い
時

間
に
シ
フ
ト
に
入
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
保
育
士
の
負
担

軽
減
を
図
る
。
な
お
、
当
市

の
保
育
士
の
配
置
の
現
状
は

認
可
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

問　

今
回
の
こ
の
条
例
改
正

の
ね
ら
い
・
効
果
は
。

答　

今
回
の
条
例
改
正
の
ね

ら
い
と
し
て
は
、
保
育
の
担

い
手
の
確
保
に
弾
力
的
な
運

用
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
シ
フ
ト
に
入
る
保
育
士

の
負
担
軽
減
を
図
る
と
い
っ

た
こ
と
も
あ
る
。
効
果
と
し

て
は
、
急
な
退
職
な
ど
で
保

育
園
が
次
の
担
い
手
を
見
つ

け
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

柔
軟
に
対
応
が
図
れ
る
と
い

う
こ
と
が
あ
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
）

問　

学
童
ク
ラ
ブ
見
守
り
事

業
に
つ
い
て
の
詳
細
は
。

答　

学
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童

の
増
加
に
伴
い
、
市
内
12
ク

ラ
ブ
に
各
１
名
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
派
遣
さ

れ
た
見
守
り
員
を
、
基
本
的

に
は
通
年
を
通
し
て
午
後
２

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
配
置

し
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

と
と
も
に
児
童
を
見
守
り
、

安
全
性
を
図
る
。

問　

予
防
接
種
事
業
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
任
意
接
種
で

あ
っ
た
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種

が
定
期
接
種
に
な
っ
た
経
緯

と
、
今
回
の
補
正
に
関
わ
る

人
数
等
の
想
定
は
ど
の
様
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　

Ｂ
型
肝
炎
は
母
子
感
染

や
、
輸
血
、
予
防
接
種
で
の

注
射
器
の
使
い
ま
わ
し
等
に

よ
る
水
平
感
染
の
予
防
対
策

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
在
も
増
加
し

て
い
る
た
め
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ

ク
チ
ン
が
定
期
接
種
化
さ
れ

た
。
今
回
の
補
正
で
は
、
平

成
24
年
度
か
ら
26
年
度
の
出

生
数
を
参
考
に
約
４
５
０
名
、

接
種
回
数
は
合
計
３
回
約
８

６
０
回
を
想
定
し
て
い
る
。

　

６
月
16
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
開
会
後
、
東
福
生

駅
西
口
・
東
口
自
転
車
駐
車

場
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
１
件
の
議
案
を
審
査
し
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。
ま
た
、
１
件
の
陳
情
は

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

　

今
回
の
補
正
予
算
は
教
育

費
に
２
５
６
３
万
４
千
円
を

追
加
し
、
臨
時
財
政
対
策
債

１
億
円
を
減
額
す
る
も
の
。

問　

日
本
の
伝
統
・
文
化
理

解
教
育
推
進
事
業
の
内
容
は
。

答　

一
つ
は
、
児
童
・
生
徒

の
専
門
的
知
識
や
技
能
を
高

め
、
積
極
的
に
発
信
す
る
態

度
を
育
成
す
る
た
め
に
地
域

の
外
部
人
材
を
活
用
す
る
。

二
つ
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
を
活
用
し
、
地

域
や
日
本
の
伝
統
・
文
化
の

発
信
、
紹
介
等
を
行
う
。

問　

本
事
業
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
本 ▲学童クラブの様子（さくらクラブ）

▲東福生駅西口・東口自転車駐車場を現地視察

市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
違
い
は
。

答　

本
事
業
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、

日
本
の
良
さ
を
発
信
す
る
対

象
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

本
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
英
語
教

育
を
主
と
し
て
担
う
役
割
で

あ
る
が
、
伝
統
文
化
の
補
助

的
役
割
を
行
う
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

問　

都
の
教
育
委
託
事
業
を

当
初
予
算
に
計
上
せ
ず
、
補

正
予
算
に
し
た
理
由
は
。

答　

３
月
の
都
議
会
で
可
決

さ
れ
た
の
ち
、
４
月
１
日
を

も
っ
て
正
式
決
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
た
た
め
。

問　

道
徳
教
育
推
進
校
事
業

で
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
開

発
を
進
め
て
い
く
の
か
。

答　

指
定
を
受
け
た
五
小
・

一
中
で
は
、
年
間
を
通
し
て

講
師
を
招
へ
い
し
、
そ
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
『
特
別
の

教
科　

道
徳
』
に
関
す
る
研

究
を
行
う
。
講
師
は
、
道
徳

教
育
の
充
実
・
発
展
に
寄
与

し
た
専
門
家
を
予
定
し
て
い

る
。

問　

ス
ー
パ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ

ス
ク
ー
ル
事
業
の
内
容
は
。

答　

保
健
体
育
の
専
門
性
の

高
い
指
導
教
諭
を
中
心
に
、

体
力
向
上
の
た
め
の
事
業
を

推
進
し
て
い
く
。

◇
都
立
立
川
高
校
定
時
制
存

続
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情
書

反
対
意
見　

都
立
定
時
制
の

平
均
応
募
倍
率
が
年
々
下
が

っ
て
お
り
、
他
の
制
度
も
検

討
さ
れ
て
い
る
の
で
、
残
念

だ
が
廃
止
も
や
む
得
な
い
。

　

別
意
見
と
し
て
、
実
際
の

廃
止
は
平
成
35
年
に
計
画
さ

れ
て
お
り
、
他
の
受
け
皿
も

検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
不
採

択
と
さ
れ
た
い
。

賛
成
意
見　

定
時
制
の
平
均

応
募
倍
率
が
低
下
し
た
か
ら

廃
止
と
す
る
の
は
反
対
で
あ

り
、
存
続
す
べ
き
。

　

別
意
見
と
し
て
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ス
ク
ー
ル
が
で
き
る
が

定
時
制
高
校
と
は
違
う
も
の

で
あ
り
、
存
続
す
べ
き
。

　

以
上
の
よ
う
な
意
見
の
後
、

起
立
採
決
し
、
賛
成
少
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
閉
会
中
も
含
め
６
回
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

市
民
厚
生
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今定例会の常任委員会では、付託された議
案及び陳情の審査が６月14日、15日、16日
の３日間、建設環境・市民厚生・総務文教委
員会の順で行われました。
　議会運営委員会は、本会議の議事日程や議
案の取り扱い、議会だよりの編集等で６回行
われました。
　また、横田基地対策特別委員会、議会改革
に関する特別委員会が６月17日に行われまし
た。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会
から報告された主な審査概要をまとめました。

委員会の委員会の委員会の
　　審査から　

▲旧東海居を現地視察（福生1773-2外 加美上水公園新堀橋付近）


